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ホテル事業

各ホテルの客室稼働率は減少したものの、東京ディズニーランドホテルの通年稼働により売上高

が増加したことに加え、同ホテルの開業前準備費用が30億円減少したことなどから、営業利益は

21億円増の84億円となりました。

リテイル事業

売上高が減少したものの、前期に引き続き店舗人件費など固定費の低減に努めたことなどによ

り、営業利益は0億円と増益になりました。

なお、リテイル事業は、2010年3月31日にウォルト・ディズニー・ジャパン株式会社に事業譲渡して

おります。
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その他の事業

シルク・ドゥ・ソレイユ シアター東京の開業前準備費用が6億円減少したことなどから、7億円の増

益となりました。

当期純利益

各利益が増加したことに加え、リテイル事業譲渡などに伴い、法人税等が45億円減少したことによ

り、73億円増の254億円と増益となりました。

この結果、2010年3月期は、営業利益・経常利益・当期純利益とも、過去最高となりました。
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2. 連結損益計算書 （2010年3月期実績／11月発表予想）

売上高は1.9％・68億円増となり、予想に対し、増収となりました。この結果、営業利益も22.8％・77

億円増と増益となっております。

セグメント別営業利益の内訳としては、テーマパーク事業が64億円、ホテル事業が13億円の増益

となりました。
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テーマパーク事業

営業利益が 億 増となりま た れは 園者数が増加 た と 加え 新た 「シ イ営業利益が64億円増となりました。これは、入園者数が増加したことに加え、新たに「シェリーメイ」
が加わった「ダッフィー」関連商品が好調なことなどにより、ゲスト1人当たり売上高が増加したこと
によります。

「ダッフィー」「シェリーメイ」は東京ディズニーシー限定で販売しております。「シェリーメイ」は、本年

1月からダッフィーのお友達として新たに加わっており、計画的な横展開が、売上高増加に寄与し

ております。

このようにテーマパーク事業は、売上高の増加により増益となりました。
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